
平成１８年１０月２日 

「認知症の予防とケアの地域づくり・練馬区」 

第２回 認知症高齢者を地域で支える東京会議 
社団法人東京都老人クラブ連合会副会長   増田 時枝 
練馬区福祉部参事（介護予防課長事務取扱） 紙崎  修 

 
１． 練馬区の高齢者の現況（平成１８年１月１日現在） 

総人口６８６，２３７人（区面積４８．１６平方キロメートル）   
高齢者人口（６５歳以上）１２０，４８０人（高齢化率１７．６％） 
要介護認定者数１８，６０９人（要介護認定率１５．４％） 
※一般高齢者８１％，特定（虚弱）高齢者４％（練馬区高齢者基礎調査） 

 
２．健康・友愛・奉仕（老人クラブ全国三大運動）・介護予防・会員増強 

～｢練馬区老人クラブ連合会」からの報告～ 
 

   （１）練馬区老人クラブの現状について 
      会員の資格 概ね６０歳以上、未満の方でも歓迎。常時活動に参加できな

い高齢者であっても、会員として迎え、支えあい、喜びを共にできる。 
      クラブ数１３８単位クラブ（１０地区＝徒歩で集まることのできる地域） 
      会員数 １２，０００名（プラス１０人運動→３か年で１６，０００名） 
 
   （２）心と身体の健康づくりへの取り組み（介護予防活動） 
      ◎健やかで、楽しい活動 
      「ゲートボール大会」・「筋力トレーニング」・「体力測定」・「いきいき体操」 
      「レクダンス講習会」・「寿文化祭」・「芸能大会」・「歌謡大会」等 
       ※単位老人クラブの活動では、「老人クラブ農園」（区で２６か所整備）

の平均募集倍率が５．３倍と人気が高い。 
 
   （３）助け合いによる社会貢献の実現 
      ◎友愛活動 
       「話し相手」・「閉じこもり防止」・「外出援助」・「情報提供」・「暮らしの

援助」・「安否確認」等 
      ◎奉仕活動 
       「地域清掃等の環境づくり」・「通学路での見守り」等、多種多様  



   （４）魅力ある老人クラブ活動の推進 
      ◎深くて強い心の絆 
       「ＰＴＡ時代仲間」・「自慢料理持参、レシピ披露」・「病気見舞い」等 
      ◎町会や他団体との連携 
       「ともに考え・ともに学び・ともに行動する」 
      ◎支えあう地域づくりの推進 
       「行政と協働で実践」 
 
３．予防とケアの地域づくり～行政の役割              資料１ 
 

   （１）組織的な検討（方針・実態調査・実施計画）   
      ①「練馬区痴ほうケアシステム検討委員会」（平成１６年４月） 
      ②「練馬区認知症予防検討委員会」（平成１７年４月） 
        ※区５部１１課の職員と地域懇談会委員（町会、民生委員、老人クラ

ブの各代表および公募区民６名）で検討 
 
   （２）総合的な検討（施策体系・行組織間連携） 
      ◎一般高齢者施策と特定高齢者施策連携 
       「老人クラブ支援・出張講座」（健康部保健相談所）一般    
       「認知症予防事業・推進員養成」（福祉部介護予防課）一般  資料２ 
       「いきがいデイサービス事業」（福祉部介護予防課）一般・特定資料３ 
 
   （３）高齢者を支える地域づくりのシステム化             
      ①認知症の相談体制の強化                 資料４ 
       「地域包括支援センター」（４か所） 

「在宅介護支援センター」（１９か所） 
「総合福祉事務所」（４か所） 
「保健相談所」（６か所） 

       「練馬区医師会と相談医体制について協議中」（区内全域） 
      ②区行政と関係組織との協働・支援およびネットワーク化 
       「認知症の家族会」                                       資料５

「老人クラブ・町会・高齢者サークル」            資料６ 
  
 




























